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フロフィ2000 スケーラー フロフィ2000 スケーラー
作業時間 早　い やや遅い 遅　い 早　い
肉眼的結果 より良い 良　い 悪　い 良　い
手技操作 容　易 容　易 困　難 容　易
細部の状況 よくとれる 隣接面とれない とれない 隣接面とれない
ハキューム
@操　作 複　雑 容　易 複　雑 容　易
術者の感想 スムース，快適 スムース．快適 ややいらいらする スムース，快適
患老の感想 爽快な感じ やや不快感かある
ｪ我慢てきる
爽快な感じがある
ｪ塩辛いのが難点
いやな感じ
がみられた．
　歯面清掃器の臨床的効果を調べ，被検者のAタ
イプとBタイプにおいて成績を述べると，色素が
歯牙に沈着していた被検者Aタイプについては，
作業時間では歯面清掃器が短時間で色素を除去で
きるのに比べて，超音波スケーラーはやや時間を
要した．肉眼的には歯面清掃器の方が超音波ス
ケーラーに比べてより良い結果になった．手技は
歯面清掃器，超音波スケーラー共に容易な操作で
あった．細部は歯面清掃器の方が超音波スケー
ラーに比べて隣接面もよくとれた．バキューム操
作は歯面清掃器は複雑であったが超音波スケー
ラーは容易だった．術者の感想は歯面清掃器，超
音波スケーラー共にスムース，快適だった．被検
者Aタイプの清掃後の感想は，歯面清掃器の方が
そう快な感じで，超音波スケーラーはやや不快感
があるが我慢できるものだった．歯石の上に色素
が沈着していた被検者Bタイプについては，作業
時間では歯面清掃器が歯石の上に沈着した色素の
除去に時間を要するのに比べて，超音波スケー
ラーは短時間で色素の沈着した歯石を除去でき
た．肉眼的には歯面清掃器に比べて超音波スケー
ラーの方が良い結：果になった．手技は歯面清掃器
に比べて超音波スケーラーの方が容易な操作だっ
た．細部は歯面清掃器，超音波スケーラー共にと
れにくかった．バキューム操作はAタイプと同様
に歯面清掃器は複雑であったが超音波スケーラー
Fig．13．　Teeth　after　polishing　with　the　dental
　　　engine
は容易だった．術老の感想は歯面清掃器がややい
らいらするのに比べて，超音波スケーラーはス
ムース，快適だった．被検者Bタイプの清掃後の
感想は，歯面清掃器が塩辛いのが難点であるがそ
う快な感じであるのに比べて，超音波スケーラー
は不快だった（Table　1）．
　抜去歯牙についてはエンジン研磨後の肉眼的所
見では沈着色素は除去できていなかった（Fig．
13）．同じサンプルのSEM所見でも沈着物は除去
できていないのが観察された（Fig．14），
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Fig．14．　SEM　after　polishing　with　the　dental　engine
Fig．16．　SEM　after　scaling　with　the　ultrasonic
　　　scaler
慧芯，
緊　鱒華
s　㌦’　』　　　　　　　　蘂　羅
ご∵i1@　　　　　　　諺ジ
．・＼　　　誇．～w　　　　　　　幾・噸鱗燃　　　藷
　　鐸　　　醤　　　　　　　護
’繊　難撚難i戴
　　　　　　　　　　・欝　灘灘。霧
Fig．18．　SEM　after　the　use　of　the　cleaning　and
　　　polishing　device
　抜去歯牙にっいて超音波スケーラー使用後の肉
眼的所見では沈着色素は残存していた（Fig．15）．
同じサンプルのSEM所見でも沈着物は残存して
いた（Fig．16）．
　抜去歯牙について歯面清掃器使用後の肉眼的所
Fig．15．　Teeth　after　scaling　with　the　ultrasonic
　　　scaler
Fig．17．　Teeth　after　the　use　of　the　cleaning　and
　　　polishing　device
見では沈着色素は除去できた（Fig．　17）．同じサン
プルのSEM所見でも沈着物は除去できた（Fig．
18）．
考 察
　我々は歯面清掃器の効果にっいて臨床的，肉眼
的及び電子顕微鏡的に調べてみた．
　今回の臨床的な実験成績において，被検者の中
から色素が歯牙に沈着していたAタイプでは，歯
面清掃器の方が超音波スケーラーよりもかなり効
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果があることが判明した．
　また，被検者の中から歯石の上に色素が沈着し
ていたBタイプでは，歯面清掃器はあまり効果は
みられなく，それに反し超音波スケーラーでは除
去効果はあったが，隣接面においてのみ効果はほ
とんどみられなかった．
　しかしこれを他の報告と対比した場合，高山1）
の報告では我々の研究と同様歯面清掃器の効果を
証明しているが，超音波スケーラーとの比較は
行っていない点が我々の報告と異なる．
　さらに色素が歯牙に沈着していた場合臨床的に
は，超音波スケーラーに比べて歯面清掃器の方が
短時間で，細部まで除去でき，操作が容易で，術
者被検者共に快適であった．しかし，パキ＝・・一ム
操作においては複雑である点が欠点であった．
　我々は臨床的実験として歯面清掃器と超音波ス
ケーラーを使用したが，高山2）の報告ではエアス
ケーラーを使用してそれのみについて述べており
他の方法との比較がなされていない．そこで我々
は今後エアスケーラーと歯面清掃器の比較につい
ても検討していきたい．
　また抜去歯牙の肉眼的所見において，エンジン，
超音波スケーラーに比べて歯面清掃器の方が沈着
色素をほとんど除去できたことは，歯面清掃器の
効果があったことを明らかにしている．
　桐野ら3｝の報告による，ヒトエナメル質の構造
に関する走査電子顕微鏡の研究を参考にして検討
してみると，我々の抜去歯牙のSEM所見におい
て，エンジン，超音波スケーラーに比べて歯面清
掃器の方が沈着色素をほとんど除去できたこと
は，肉眼的所見と同様に歯面清掃器の効果があっ
たことを明らかにしている．
　高橋ら4）の報告による歯磨剤による牛歯に対す
るポリッシング効果に関しては，光沢度を測定し
ているが電子顕微鏡的観察を行っていない点が
我々の研究と異なる．
　さらに菅沼5）の報告及び覚道6）の報告では歯垢
の除去に着眼をおいているが，我々の研究では沈
着物，特にヤニの除去に着眼をおいている．
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　よって歯面清掃器の効果に関して電子顕微鏡に
よる観察で良好な結果となったが，今後臨床例数
をふやし検討していく必要があると思われる．
結 論
　歯石の付着していない歯牙について歯面清掃器
の効果の判定を臨床的，肉眼的，電子顕微鏡的に
観察し次の結論を得た．
1）歯面清掃器は超音波スケーラーに比べて臨床
的に沈着色素の除去効果を大いに発揮することが
判明した．
2）肉眼的においても歯面清掃器はエンジン研磨
及び超音波スケーラーに比べ顕著に除去効果を観
察し得た．
3）電子顕微鏡的観察においても肉眼的所見と同
様の結果を得ることができた．
　稿を終えるに臨み，本研究に際して電子顕微鏡
写真撮影に御協力を下さった山田賢一氏に謝意を
表します．
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